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歩道の狭い
ところがある。
外灯が少ない。

若者が行くようなお店が少ない。

JR・交通が不便。

海周辺が整備
されていない。

忠海駅前に
もっと店があって

欲しい。

東広島の大学に
通いやすいようにすると良い。

おしい！竹原 特
　集

竹原自慢
じゃがいも、
たけのこ、ぶどうがおいしい。おいしい。

元気なお年寄りが

多い。

昔ながらの飲食店が

おいしい。

買い物施設が
ある程度揃っている

。

海がきれい。
どこから見ても
山がある。山がある。

大久野島のウサギ。

町並み保存地区が日本遺産になった。

A
班

「
暮
ら
し
」

　
発
表
者

　
　
　
橘 

さ
ん

　
も
っ
と
良
い
と
こ
ろ

を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

＃
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使

っ
て
ひ
ろ
め
て
い
く
こ

と
や
、
学
校
で
Ｐ
Ｒ
し

た
り
ひ
ろ
め
た
り
し
て

い
く
こ
と
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
主
に
は
、
若
者
を
中

心
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
私
も
今
日
帰
っ
た
ら

＃
を
使
っ
て
「
が
ん
ば

ろ
う
竹
原
」
で
広
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん
を

取
材
し
た
特
集
ペ
ー
ジ
を
企
画
す
る
な
ど
、

活
動
範
囲
を
広
報・広
聴
に
徐
々
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
若
い
世
代
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
、

高
校
生
を
初
め
て
議
会
に
迎
え
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

竹
原
を
行
き
た
い
ま
ち

住
み
た
い
ま
ち
に
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動
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囲
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報・広
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徐
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広
げ
て
ま
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り
ま
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活
動
範
囲
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竹
原
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
話
し

た
時
に
、
自
然
の
こ
と
が
多
く
出
ま
し

た
。

　
住
み
や
す
い
竹
原
、
行
き
た
い
竹
原

に
す
る
た
め
に
は
、
産
業
も
発
展
さ
せ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
、
今
あ

る
自
然
を
地
域
の
人
た
ち
で
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
今
あ
る
竹
原
が
壊
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
自
然
を
み
ん
な
で
守
り
な
が
ら
産
業

を
発
展
さ
せ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
久
野
島
に
観
光
に
来
る
人
が
そ

の
ま
ま
三
原
の
方
に
帰
っ
て
し
ま
う

の
で
、
竹
原
市
内
の
観
光
名
所
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
竹
原
市
に
住
ん
だ
ま
ま
東
広
島
市

の
大
学
に
通
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
で
す
。

　
竹
原
市
は
い
い
町
だ
と
思
う
の
で
、

そ
の
い
い
と
こ
ろ
を
う
ま
く
活
か
せ

る
よ
う
に
課
題
を
徐
々
に
解
決
し
て

い
け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

C
班

「
観
光
と
交
通
」

　
発
表
者

　
　
　
木
谷 

さ
ん

A
班

「
暮
ら
し
」

　
発
表
者

　
　
　
橘 

さ
ん

B
班

「
自
然
と
産
業
」

　
発
表
者

　
　
　
手
島 

さ
ん

ネット、SNS、
＃で発信する。

大久野島だけ
でなく町並みも
観光してもらう。

東広島へのバスを

増便する。

地元の食材を
利用した料理を
提供する。提供する。

地域全体でボランテ

ィアを行い、産業と

自然の調和を図る。

撮影スポットを
作って、町並みをもっとPRする。

対 策

増便する。 もっとPRする。
道の駅や首都圏などでPRする。

たけはら市議会だより第 98号（�3�）� 2019（令和元年）11 月



　
本
委
員
会
は
、
議
長
・
監
査
委

員
を
除
く
12
名
で
構
成
さ
れ
る
特

別
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
、
平

成
30
年
度
決
算
認
定
の
２
議
案
の

付
託
を
受
け
、
部
ご
と
の
詳
細
審

査
・
市
長
の
出
席
を
得
て
の
総
括

質
疑
を
行
う
な
ど
計
５
回
に
わ
た

り
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
委
員
各

位
か
ら
指
摘
・
要
望
及
び
意
見
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点

を
含
め
今
後
の
行
政
執
行
の
上
で

留
意
さ
れ
、
改
善
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
と
共
に
、
新
年
度
予

算
編
成
に
お
い
て
も
十
分
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
、
決
算
特

別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
と
し
ま

し
た
。

平成 3 0 年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　委員長　堀越　賢二　副委員長　山元　経穂

❶市税を含む歳入確保
●�人口減少に伴う減収傾向の中
において、監査委員からの指
摘にあるように、効率的な滞
納整理などによる収納率の向
上を図り、債権の確保に努め
ること

●資本的収入及び支出

※�この不足額については，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額・過年度分損益勘定留保資金・�
当年度分損益勘定留保資金・減債積立金で補填

●審査スケジュール
　9/11� �正副委員長互選
� 日程・資料要求等
　9/24� 詳細審査
� 総務企画部・教育委員会等
　9/25� 詳細審査
� 地域振興部・市民生活部
　9/26� 詳細審査
� 福祉部・建設部
　9/27� 全体審査・討論・採決

　審
査
の
様
子
は

　動
画
で
み
る
こ
と
が

　で
き
ま
す
!

主なもの 収入済額 前年比
市 税 38億810万8千円 1.7％減
地 方交付税 29億5,237万6千円 15.1％増

主なもの 支出済額 前年比 主な要因
民 生 費 53億6,767万3千円 15.4％増 災害救助費の増加など
農林水産業費 7億6,399万円 74％増 強い農業づくり交付金の増加など
商 工 費 4億2,160万4千円 7％減 中小企業融資制度預託金の貸付金の減少など
土 木 費 12億6,049万円 6.2％増 こども園整備事業の増加など
教 育 費 8億1,945万8千円 36.6％減 吉名中学校区小中一貫校施設整備事業などの減少
災害復旧費 14億4,161万5千円 3,913.5％増 平成30年7月豪雨災害復旧事業の増加

収入総額 支出総額 差　　　引
税 込 額 9億4,158万4千円 7億9,023万9千円 1億5,134万5千円
税 抜 額 8億7,557万7千円 7億3,857万8千円 1億3,699万9千円

収入総額 支出総額 差　　　引
税 込 額 2,659万7千円 2億7,736万円 ２億5,076万3千円の不足

■一般会計（議案第54号）

●歳入決算額�144億4,353万円

●歳出決算額�141億4,649万9千円

※�歳入・歳出差引差額は2億9,703万1千円の黒字
※�翌年度に繰り越すべき財源1億6,506万4千円を差し引いた1億3,196万7千円の黒字

■特別会計（7会計）（議案第54号）

●歳入決算額�80億4,709万8千円　　●歳出決算額�79億8,309万４千円

■水道事業会計（議案第55号）

●収益的収入及び支出
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平成 3 0 年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　委員長　堀越　賢二　副委員長　山元　経穂

　
現
在
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
本

市
の
財
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
が

財
政
健
全
化
法
で
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
指
標
は
国
の
定
め
た
基

準
内
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
安
定
し

た
市
政
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
の
度
の
決
算
特
別
委
員
会
で
各
委

員
に
よ
っ
て
指
摘
、
要
望
及
び
提
言

さ
れ
た
的
確
な
も
の
に
お
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
に
活
か
し
、
よ
り

公
共
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る

事
を
期
し
て
賛
成
の
討
論
と
致
し
ま

す
。�

山
元　
経
穂

　
自
治
体
の
仕
事
は
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
で
す
。
滞
納
者

の
年
間
所
得
１
０
０
万
円
未
満
は
国

保
税
で
約
60
％
、
固
定
資
産
税
で
約

79
％
等
々
生
活
保
護
基
準
額
以
下
の

生
活
で
す
。

　
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
抜
本
的

な
解
消
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
巨
額

な
新
開
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
竹

原
市
人
口
減
少
防
止
の
施
策
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
部
落
差
別
の
事
件
は
２

０
１
８
年
度
０
件
、
隣
保
館
等
の
運

営
事
業
な
ど
特
別
扱
い
は
や
め
る
べ

き
で
す
。

　
市
職
員
の
勤
務
条
件
で
は
過
労
死

ラ
イ
ン
等
の
長
時
間
残
業
が
常
態
化

し
て
お
り
改
善
を
強
く
求
め
ま
す
。

松
本　
進

賛
成
討
論

反
対
討
論

●
議
案
第
54
号

❺保健衛生
●�がん検診受診率の向上が
健康寿命の延伸に有効で
あり、医療費の削減にも
大きく貢献できるもので
あることから、更なる啓
発活動を推進していくこと

❼樋門維持管理
●�雨期前には管理者と連携し

点検を徹底すること
●�老朽化した施設の点検及び
機能回復に努め、保全を図
ること

❾公有財産管理
●�既存施設のあり方や管理手法
を見直すとともに、用途廃止
された施設等の遊休資産につ
いて積極的な利活用を図るな
ど、効率的・効果的な財政運
営に努めること

❹地域公共交通
●�高齢者や交通弱者に対す
る役割を十分に認識し、
そのあり方を検討してい
くことが重要であること
から、利用状況や利用者
のニーズを的確に把握・分析し、今後における
適切な計画策定とその着実な実施に努めること

❷ 委託料（指定管理含）・ 
団体補助金の支出

●�実績報告書や補助対象団体の
決算資料等により運営状況を
十分精査の上、公共施設の積
極的な利活用等による経費縮
減を図るなど事務事業の効率化を進め、支出の
適正化に努めること

❸ 道路・河川等の整備事業
●�河川に堆積している土砂
の浚渫を、国・県との連
携の下、早期に着手する
よう努めること
●�強靭化に向けた公共土木施
設の構築を始めとした災害に強いまちづくりの推
進を図っていくこと

❻農業振興
●�若い担い手の育成や、新
規就農者への積極的な支
援などの受け入れ体制の構築を図ること
●�市外からの新規就農者の移住は、農業振興のみ
ならず人口減少対策・定住促進・地域振興・空
き家対策にも相乗効果を与えるものでもあるこ
とから、攻めの施策を検討していくこと

❽ 子育て世帯向け地域優良賃貸住宅の運営
●�概ね所期の目標を達成し
ている状況にあるが、事
業の性質上、恒常的に入
退居が生じるものである
ことから、今後とも入居
促進に努めることはもとより、退去に際するサ
ポートにも力を入れていくこと

たけはら市議会だより第 98号（�5�）� 2019（令和元年）11 月



※議案第 43号・第 47 号・第 56 号については 7ページに、第 44 号については 8ページに詳細を載せています。

※「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生産業委員会　「決算」は決算特別委員会

議案
番号 議　案　名　等 議　案　等　の　概　要

付
託
委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 8号

平成 30年度決算に基づ
く健全化判断比率及び
資金不足比率について

平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率及び�
資金不足比率について、議会に報告するもの 省略 ― ― ― ― ― ― ― ―

議�
長 ― ― ― ― ―

原案
報告

議案
第42号

人権擁護委員の推薦に
つき議会の意見を求め
ることについて

人権擁護委員のうち原田千鳥委員は令和元年�
12 月31日をもって任期満了につき、その後任委員
に同氏を推薦しようとするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第43号

道の駅たけはらの指定
管理者の指定について 道の駅たけはらの指定管理者を指定するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第44号

竹原市立認定こども園
設置及び管理条例案

竹原西保育所、中通保育所及び竹原西
幼稚園を統合し、新たに幼保連携型認
定こども園を設置するとともに、竹原
保育所及び吉名保育所を保育所型認定
こども園として設置するもの

修正案 ― ○ ○ × × ○ ○ × ×
議�

長 ○ × ○ ○ ×
修正案
可決

修正部分を
除く原案 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
修正部分
を除く
原案可決

議案
第45号

竹原市下水道事業の設
置等に関する条例案

下水道事業に地方公営企業法の財務規定を適用�
するにあたり、必要な事項を定めるもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第46号

竹原市立幼稚園設置及
び管理条例の一部を改
正する条例案

子ども・子育て支援法施行令の一部が改正された
ことに伴い、幼稚園の保育料を無償とするもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第47号

竹原市立幼稚園設置及
び管理条例を廃止する
条例案

認定こども園新設に伴い、竹原西幼稚園を廃園と
するとともに、現在休園中の大乗幼稚園及び竹原
東幼稚園を廃園とするもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第48号

竹原市へき地保育所条
例を廃止する条例案

児童数の減少により現在休所中の仁賀保育所及び
田万里保育所を廃止するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第49号

竹原市水道事業給水条例
の一部を改正する条例案

水道法の一部改正に伴い、指定給水装置工事事業
者の更新手数料を定めるもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第50号

災害弔慰金の支給等に
関する条例の一部を改
正する条例案

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部が改正され
たことに伴い、災害援護資金の貸付償還について支
払猶予及び償還免除等を定めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第51号

竹原市印鑑条例の一部
を改正する条例案

住民基本台帳法施行令が改正され、住民基本台帳
に旧氏の併記が可能とさたことに伴い、印鑑登録
においても旧氏を併記するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案第
52号

竹原市消防団条例の一
部を改正する条例案

地方公務員法の改正を踏まえ、消防団員となる�
ことができない者から、成年被後見人又は被保佐
人を除く等するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第53号

竹原市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の�
運営に関する基準が改正されたことに伴い、支給
認定等に関する基準等を改めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○
退
席

原案
可決

議案
第54号

平成 30年度竹原市歳入
歳出決算認定について

地方自治法第233条第3項の規定により、平成30年
度竹原市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算に�
ついて、議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
認定

議案
第55号

平成 30年度竹原市水道
事業決算認定について

地方公営企業法第 30条第 4項の規定により、平成
30年度竹原市水道事業決算について、議会の認定
を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
認定

議案
第56号

令和元年度竹原市一般
会計補正予算（第 2号） 歳入歳出それぞれ122,392 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第57号

令和元年度竹原市国民
健康保険特別会計補正
予算（第１号）

歳入歳出それぞれ1,129 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第58号

令和元年度竹原市介護
保険特別会計補正予算（
第 2号）

歳入歳出それぞれ20,326 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

発議
第1-4号

竹原市議会会議規則の
一部を改正する規則案

議会だより編集委員会について、議会だよりの編
集及び発行に加え、広報及び広聴に関する協議又
は調整を行う場とするため、この規則案を提出す
るもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

発議
第1-5号

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度2分の
１復元を図るための令和
2年度政府予算に係る意
見書（案）

地方自治法第99条の規定により意見書を提出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

閉会中継続審査（調査）
について（2常任委員会）

竹原市議会会議規則第１１１条の規定により、�
常任委員会委員長より申し出があったので送付�
するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議�

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

●令和元年第3回定例会　議案概要・採決結果 令和元年9月１0日～令和元年9月30日 ○は賛成　×は反対
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●内容　�認定こども園の新設に伴い統合される竹原西幼稚園を廃園に
するとともに現在休園中である竹原東幼稚園及び大乗幼稚園
を廃園とする

●総務文教委員会での主な質疑
　　　　質疑　廃園後の職員の配置は？
　　　　答弁　�職員の配置については、認定こども園・吉名・竹原・

東野の4園で再配置を考えていく見込みである
　　　　質疑　跡地の活用は？
　　　　答弁　�地域の要望があれば適切に意見を聞きながら対応して

いきたい

122,392千円 増額補正　　　
■人口ビジョン策定支援事業委託料���������� 1,500千円
●内容　次期総合戦略の策定に向けた人口ビジョン策定事業
　　　　質疑　委託せずに庁内で策定することができないか？
　　　　答弁　 専門的な部分があり委託にするが、入札により業者を決

定して、予算執行については最小限におさえていきたい
■朝ごはん推進モデル事業�������������� 1,296千円
●内容　�県のモデル事業であり、竹原西小学校で10月下旬から�

試験的に実施予定
●総務文教委員会での主な質疑
　　　　質疑　�今年度のモデル事業だけを実施しようとしているのか？
　　　　　　　�今後継続するかどうかについて慎重に検討したのか？
　　　　答弁　�このモデル事業は今年度で一旦終了するが、事業の継

続、実施については今回の事業の効果を検証して、他
の地域の環境を考慮しながら検討していく

議案第43号  「道の駅たけはら」の指定管理者の指定について

議案第47号  竹原市立幼稚園設置及び管理条例を廃止する条例案

議案第56号  令和元年度竹原市一般会計補正予算（第2号）

●内容　「いいね竹原道の駅コンソーシアム」を指定管理者とする
　　　　（期間　令和2年4月1日から令和7年3月31日まで）
●民生産業委員会での主な質疑
　　　　質疑　指定管理料の積算内訳は？
　　　　答弁　�公益的部分と収益的部分に按分して、公益的部分のみ

積算している

▲10月15日の試行の様子

討 論
●賛成討論
　㈱いいね竹原は、海の駅の指定管理者として現
在も精力的に運営をされており、道の駅の売店や
レストラン・観光情報センター等についても大き
く期待されます。
　また、竹原の事業所が多く参入している事は非
常に重要で、生まれ変わる大きなチャンスです。

堀越　賢二　

●反対討論
　公の施設の維持管理費等は市が直接に責任をも
つべきです。
　指定管理者の運営では、収益第一、効率化等が
優先され、結果として、設置目的・安定した市民
サービスを脅かしかねないと考えます。
� 松本　進　

■その他主な補正事業
●国・県支出金返還金� 43,495千円
●�緊急自然災害防止対策事業�
（樋門【農業用】）� � 20,000千円
●�緊急自然災害防止対策事業�
（河川）������ 50,000千円
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現
存
の
竹
原
西
保
育
所
・
中
通
保

育
所
及
び
竹
原
西
幼
稚
園
の
統
合
、

幼
稚
園
の
廃
止
（
議
案
47
号
）
は
就

学
前
教
育
の
機
会
選
択
を
縮
小
、
公

共
施
設
の
コ
ス
ト
削
減
を
第
一
義
的

に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
保
育
所
の

統
廃
合
に
伴
う
保
護
者
、
地
域
住
民
、

正
規
・
非
正
規
の
保
育
士
等
々
十
分

な
合
意
形
成
が
さ
れ
て
い
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
。�

松
本　
進

　
応
募
要
項
の
内
容
や
選
考
委
員
会

に
お
け
る
職
員
の
人
選
・
会
議
録
の

扱
い
な
ど
、
そ
の
選
考
過
程
が
果
た

し
て
適
切
に
検
討
さ
れ
選
考
さ
れ
た

も
の
な
の
か
。
ま
た
、
理
事
者
側
か

ら
の
答
弁
に
納
得
で
き
る
部
分
は
少

な
く
、
選
考
過
程
を
見
直
し
再
考
す

べ
き
で
す
。�

堀
越　
賢
二

　
こ
の
条
例
案
は
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
第
２
項
に
沿
っ
て
設
置

及
び
管
理
に
関
し
て
、
第
１
条
か
ら

第
10
条
の
条
例
案
と
し
て
策
定
さ
れ

て
お
り
、
第
３
条
の
こ
ど
も
園
の
名

称
は
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
委
員

間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
し
っ
か
り

確
認
し
な
が
ら
、
手
順
を
踏
ん
で
名

称
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

井
上　
美
津
子

■委員会のようす（9月13日・18日）
・採決結果　可否同数となり委員長採決によって可決

園名の選考に際し、選考委員会における審議過程に不明な点があるとの
指摘があり、関係書類の提出を求めたうえで2日間に亘り審査を行った。
選考委員会に職員が加わることの是非、審議過程の進行の在り方、公募
時の要件の在り方など一連の選考過程における問題点について指摘があ
った。また、園名の再考の質疑に対し、選定委員会の進行についてはそ
の都度各委員に確認をとりながら気を付けながら行っており、その結果
を踏まえ現行の案で進めたいとの答弁があった。

議案第44号  竹原市立認定こども園設置及び管理条例案

■提案の要旨
　小学校就学前の子どもに対する教育及び保育
を一体的に推進するため竹原市立竹原西保育所、
中通保育所及び竹原西幼稚園を統合し新たに幼
保連携型認定こども園を設置するとともに竹原
保育所及び吉名保育所を保育所型認定こども園に移行するもの。

賛　
　
成

反　
　
対

原
案
に
対
す
る
討
論

●議案の修正ってなに？
　市長から議会に、議案（条例の制定・改廃・予算を決めることなど）の提
出があった場合、本会議および常任委員会等で審査し、議決を行います。
　議案の内容に対し、議員（委員）は必要に応じて議案を修正することがで
きます。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内において、修正案
を添えた「修正動議」を提出することとなります。

■本会議のようす（9月20日）
❶本会議で修正案が提出された
・修正内容　 「竹原市立竹原新開こども園」を「竹原市立たけ

のここども園」に改める
・提案理由　�民生産業委員会における審議の中で、こども園の

園名の選考過程に問題があるとの指摘があった。
園名の公募の結果は「たけのこ」が最も多かった
のであって、民意を反映した園名にするべきもの
と考え、修正するもの。

・採決結果　賛成7名、賛成多数可決
❷修正部分を除く原案を採決し可決とした

②修正部分を除く
原案可決

議員から
修正動議
提出

委員長が審査結果を報告

原　案　可　決

民生産業委員会で審査
（市長部局から説明、質疑）

議案が上程され
民生産業委員会に付託

議案審査の流れ

民
生
産
業
委
員
会

本
会
議

本

　
　
　会

　
　
　議

①修正案可決

●認定こども園の名称
竹原市立竹原市新開こども園

竹原市立竹原こども園

竹原市立吉名こども園
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質
問  

第
１
期
「
地
方
創
生
」

を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
２
期
「

地
方
創
生
」
に
お
け
る
施
策
展

開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

ま
ず
第
１
期
「
地

方
創
生
」
に
お
け
る
第
１
期
総

合
戦
略
の
検
証
と
人
口
減
少
の

認
識
で
あ
り
ま
す
が
、
「
ひ
と

の
創
生
」
分
野
で
の
基
本
目
標

で
あ
る
「
転
出
超
過
数
」
に
つ

い
て
は
、
市
外
へ
の
転
出
者
数

が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る

一
方
で
、
転
入
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
転
出
超
過
が
進
ん

で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市

が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
な
る
た

め
に
は
、
人
口
減
少
の
緩
和
を

図
り
つ
つ
、
本
市
の
人
と
地
域

資
源
を
活
か
し
て
、
賑
わ
い
と

活
力
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
第
２
期
「
地
方
創

生
」
の
第
２
期
総
合
戦
略
と
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
お
い
て
、

あ
ら
た
め
て
人
口
の
現
状
や
将

来
展
望
な
ど
を
把
握
し
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
自
然
減
や
社

会
減
の
抑
制
な
ど
、
引
き
続
き

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
課
題
に

つ
い
て
は
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
の
効
果
的
な
取
組
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
行
す

る
中
、
地
方
創
生
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
外
の
消

費
拡
大
と
地
域
力
の
向
上
に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な

価
値
の
創
出
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
移
住
・
定
住
の

裾
野
拡
大
に
も
繋
が
る
、
地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ

る
者
と
定
義
さ
れ
る
「
関
係
人

口
」
の
創
出
・
拡
大
は
施
策
の

効
果
が
期
待
で
き
、
地
方
創
生

に
む
け
た
取
組
の
有
効
な
選
択

肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
「
関
係
人
口
」

の
創
出
・
拡
大
に
繋
が
る
よ
う

な
取
組
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

従
来
、
都
道
府
県
に
の

み
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
た
「

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」
に

つ
い
て
、
新
た
に
市
町
村
も
策

定
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
市
は
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
今
現
在
の

進
捗
状
況
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁 

市
長 

今
回
の
法
律
の
改

正
を
踏
ま
え
る
と
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、
子
ど
も
の
視
点
を
第

一
に
置
い
て
、
そ
の
生
活
や
成

長
を
権
利
と
し
て
保
障
す
る
観

点
か
ら
、
成
長
段
階
に
即
し
た

切
れ
目
の
な
い
必
要
な
施
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
進
捗
に
つ
い
て
は
、

本
年
中
に
国
の
大
綱
が
示
さ
れ
、

県
に
お
い
て
、
新
た
に
計
画
の

見
直
し
が
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
ま
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
待
っ

て
計
画
の
策
定
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

①
行
政
経
営
方
針
に
お

け
る
取
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

②
歳
出
削
減
の
計
画
の
実
行
に

向
け
て
の
取
組
み
と
人
件
費
の

見
直
し
の
考
え
方
は
。

③
歳
入
確
保
に
向
け
、
遊
休
資

産
の
有
効
活
用
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
動
き
と
は
。

答
弁 

市
長 

①
市
民
と
の
対
話

機
会
の
充
実
と
し
て
ミ
ラ
イ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
や
、
公
有

財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

の
竹
原
市
行
政
財
産
の
使
用
料

に
関
す
る
条
例
整
備
な
ど
、
早

期
の
取
組
が
可
能
な
も
の
か
ら

順
次
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

②
予
算
の
執
行
段
階
で
の
事
務

費
の
節
減
に
努
め
る
な
ど
、
決

算
に
お
い
て
そ
の
効
果
を
達
成

す
べ
く
取
組
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
給
与
の
適
正
化
へ
の
取

組
も
進
め
る
と
と
も
に
、
更
な

る
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
体
制
や
適

正
な
職
員
数
を
目
指
し
た
取
組

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

③
遊
休
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

は
、
構
造
物
や
周
辺
状
況
な
ど

の
諸
条
件
に
よ
り
難
航
し
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
今
後
は
価
格

の
見
直
し
を
含
め
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設
の

保
有
量
の
適
正
化
に
取
り
組
み

つ
つ
、
有
効
活
用
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

川
かわもと

本　　円
まどか

 
●子どもの貧困対策計画について
●財政健全化計画の取組状況について 動 画

山
やまもと

元　経
つ ね お

穂 ●「地方創生」における施策展開について
動 画
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質
問  

府
中
市
教
育
委
員
会
は
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
、
夜
間
の
留
守
番
電
話

の
運
用
を
始
め
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
竹
原
市
の
電
話
対
応

の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
針

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

教
育
長 

現
在
の
と
こ
ろ

夜
間
の
留
守
番
電
話
の
導
入
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
教
職

員
は
、
保
護
者
な
ど
の
問
合
せ

等
に
丁
寧
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
が
時
間
外
勤

務
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

実
態
も
あ
り
ま
す
。
他
市
町
の

時
間
外
削
除
の
検
証
結
果
を
参

考
に
し
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
学
校

と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
学

校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
お

考
え
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

こ
れ
ま
で
、
小
売

業
な
ど
を
対
象
と
し
た
空
き
店

舗
等
を
活
用
し
た
創
業
支
援
に

取
り
組
ん
で
、
一
定
の
成
果
が

出
て
お
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
誘
致
に
向
け
た
取
組
は
、

こ
れ
ら
と
同
様
に
効
果
が
見
込

ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し

つ
つ
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問  

各
種
競
技
の
優
秀
な
選

手
、
指
導
者
な
ど
を
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
資
源
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
お
考
え
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

広
島
県
は
、
「
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
豊
か
な
地

域
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

地
域
・
経
済
の
活
性
化
と
と
も

に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
も
含
め

た
競
技
力
の
向
上
な
ど
を
政
策

目
標
と
し
て
掲
げ
、
今
後
、
市

町
や
各
種
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
等

を
行
う
官
民
連
携
の
組
織
の
新

設
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
市

が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
も

含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
が
ど
の
よ
う

な
貢
献
が
で
き
る
の
か
、
調
査

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則 ● 幼児教育・子育て福祉施設の在り方と 
NPO法人ふれあい館ひろしまについて 動 画

　
元
市
長
小
坂
政
司
氏
は
就
任

１
期
目
で
進
行
す
る
少
子
化
に

対
応
す
る
た
め
、
施
設
合
理
化

の
一
環
と
し
て
東
西
幼
稚
園
合

併
を
表
明
。
保
護
者
、
地
域
住

民
の
強
い
反
対
が
あ
り
、
私
に

は
厳
し
い
選
択
で
は
あ
っ
た
が
、

将
来
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と

判
断
し
議
案
に
賛
成
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
少
子
化
が
一
段
と

進
行
し
た
平
成
21
年
、
市
直
営

で
運
営
の
５
事
業
と
委
託
費
２

千
万
円
が
突
然
ふ
れ
あ
い
館
へ

一
括
委
託
さ
れ
た
。

質
問  

当
時
の
理
事
長
か
ら
元

市
長
に
事
業
委
託
の
要
請
文
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
子
育
て
支
援
施
策
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

ふ
れ
あ
い
館
の
職
員
数

と
勤
務
日
数
等
は
。

答
弁 

市
長 

本
年
４
月
現
在
で

常
勤
・
非
常
勤
14
名
、
ア
ル
バ

イ
ト
17
名
が
従
事
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
職
員
の
勤
務
日
数
に

つ
い
て
は
、
週
５
日
の
範
囲
内

で
子
ど
も
の
利
用
状
況
に
よ
り

配
置
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

質
問  

島
根
県
智
頭
町
の
「
森

の
よ
う
ち
え
ん　
ま
る
た
ん
ぼ

う
」
で
は
、
園
児
達
が
険
し
い

斜
面
を
雨
の
日
も
雪
の
日
も
山

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●小中学校での夜間留守番電話運用ついて
●サテライトオフィスの誘致について
●スポーツを通じたまちづくりについて

動 画

●府中市教育委員会が導入する留守番電話の仕組み

に
登
っ
て
い
く
。
森
へ
出
か
け

ど
う
過
ご
す
か
子
ど
も
た
ち
自

身
が
決
め
る
。
職
員
は
見
守
り

に
徹
す
る
。
全
国
で
数
百
園
に

広
が
っ
て
い
る
。
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
子
育
て
を
望
む
移
住

者
の
呼
び
水
に
も
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
自
主
性
を
最
大
限
尊

重
し
た
幼
児
教
育
が
中
枢
に
あ

る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁 

市
長 

本
市
に
お
い
て
も
、

幼
児
教
育
・
保
育
に
お
い
て
自

然
体
験
活
動
等
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
主
体
性
等
を
早
期
か
ら

醸
成
す
る
こ
と
は
重
要
と
す
る

自
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
昨

年
度
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  
近
年
施
設
の
民
間
委
託

が
各
市
で
進
ん
で
い
る
。
理
由

は
財
政
面
と
共
に
質
の
向
上
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
市
長

は
民
間
委
託
の
お
考
え
は
。

答
弁 

市
長 

公
立
私
立
の
役
割

分
担
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
調
査

研
究
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

本
市
の
行
財
政
改
革
へ

の
取
組
は
。

答
弁 

市
長 

持
続
可
能
な
行
財

政
経
営
強
化
方
針
を
策
定
し
、

取
組
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者

午後6時以降留守番電話
学 校

⇔
時間外の緊急連絡先

教育委員会
⇒

命に関わる重大事態の場合
警 察

⇒
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国
県
市
で
予
定
価
格
の
引
上

げ
、
技
術
者
の
資
格
要
件
の
緩

和
等
を
行
い
早
期
完
了
に
努
め

て
い
ま
す
。

②
人
家
２
戸
以
上
の
19
ヵ
所
う

ち
、
県
が
８
ヵ
所
・
市
が
９
ヵ

所
採
択
さ
れ
残
り
２
ヵ
所
は
採

択
要
件
適
用
外
で
す
。
採
択
基

準
に
満
た
な
い
人
家
１
戸
は
災

害
関
連
の
事
業
実
施
は
困
難
で

す
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
（
危
険

箇
所
の
周
知
・
避
難
体
制
の
整

備
）
の
総
合
的
な
土
砂
災
害
対

策
を
進
め
ま
す
。

③
20
～
30
年
先
を
想
定
し
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
約
３
，
４
０
０
戸
の
建
物
が

あ
り
ま
す
。

⑤
８
月
14
日
（
警
戒
レ
ベ
ル
３

発
令
）
に
開
設
し
た
14
指
定
避

難
所
の
想
定
収
容
人
員
２
，
３

１
９
人
に
対
し
避
難
者
数
は
50

人
で
し
た
。
自
宅
の
安
全
な
場

所
や
親
類
・
知
人
宅
へ
の
避
難

も
取
る
べ
き
避
難
行
動
の
１
つ

で
あ
り
、
引
き
続
き
避
難
情
報

の
発
令
が
住
民
の
適
切
な
避
難

行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

①
空
き
家
法
施
行
に
よ

る
市
の
特
定
空
家
認
定
状
況
と

取
組
は
。

②
市
の
空
き
家
実
態
調
査
で
は

「
す
ぐ
に
活
用
が
可
能
」
は
１

２
１
戸
、
そ
の
支
援
策
は
。

答
弁 

市
長 

①
倒
壊
等
危
険
性

の
高
い
空
き
家
は
、
所
有
者
等

に
適
切
な
管
理
を
働
き
か
け
て

お
り
、
認
定
し
た
特
定
空
家
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
市
外
か
ら
の
転
入
世
帯
の
空

き
家
改
修
定
住
支
援
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

質
問  

①
市
復
旧
等
プ
ラ
ン
の

進
捗
。
業
者
の
人
手
不
足
・
復

旧
需
要
増
加
へ
の
支
援
策
は
。

②
が
け
崩
れ
復
旧
工
事
の
現
況

と
被
災
者
の
安
心
・
安
全
の
確

保
は
。

③
新
地
域
防
災
計
画
で
は
「
長

期
的
視
点
で
災
害
リ
ス
ク
の
低

い
地
域
へ
居
住
を
誘
導
す
る
」

と
あ
る
が
、
長
期
的
視
点
と
は
。

④
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
戸

数
は
。

⑤
８
月
に
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
発

令
し
た
際
の
避
難
所
の
状
況
、

今
後
の
対
策
は
。

答
弁 

市
長 

①
公
共
土
木
施
設

等
を
令
和
２
年
度
ま
で
に
完
全

復
旧
さ
せ
る
た
め
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　７月３０日　総務文教委員会
　８月　２日　代表者会議
　８月　８日　民生産業委員会
　８月　９日　全員協議会
　８月１９日　議会運営委員会
　８月２２日　 議会だより編集委員会 

市内高校生と意見交換会
　８月２６日　 広島中央環境衛生組合議会 

先進地視察（～２７日）
　８月２７日　民生産業委員会
　８月２８日　愛知県春日井市議会　来市
　　　　　　　総務文教委員会
　８月３０日　江田島市議会視察研修
　９月　４日　議会運営委員会
　９月１０日　第３回定例会（～３０日）
　９月１１日　第１回決算特別委員会
　９月１２日　総務文教委員会
　９月１３日　民生産業委員会
　９月１７日　本会議　一般質問（～１８日）
　９月１８日　民生産業委員会

議 会 の う ご き
　９月２０日　議会運営委員会（会期中）
　９月２４日　第２回決算特別委員会
　９月２５日　第３回決算特別委員会
　９月２６日　第４回決算特別委員会
　９月２７日　第５回決算特別委員会
　９月３０日　議会運営委員会（会期中）
　　　　　　　民生産業委員会
１０月　２日　長野県諏訪市議会　来市
１０月　７日　富山県高岡市議会　来市
１０月　９日　広島県市議会議長会臨時会
　　　　　　　北海道岩見沢市議会　来市
１０月１０日　徳島県神山町議会　来市
１０月１５日　民生産業委員会
１０月１６日　北海道深川市議会　来市
１０月１８日　 広島県後期高齢者医療広域連合議会 

定例会
１０月２１日　総務文教委員会
１０月２３日　秋田県潟上市議会　来市
１０月２４日　北海道羽幌町議会　来市

※この間、広報広聴委員会は11回開催しました。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●竹原市の空き家対策について

● 昨年7月豪雨災害の復旧工事と 
新地域防災計画 動 画

▲下野町受矢
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《総務文教委員会》10月21日

１）竹原市公共施設白書の策定について
平成29年3月　「竹原市公共施設等総合管理計画」策定

施設の更新、統廃合、長寿命化などを実施していく検討を進めるための基
礎資料とするため、公共施設の現状を分かりやすくまとめた「竹原市公共
施設白書」を作成。

今後、各施設の維持管理費の見通しや管理の方向性、施設のあり方につい
て検討を進めながら、「個別施設計画」の策定に取り組む。

　 質疑 　施設の統廃合を進めることで、住みにくい地域ができないか。
　 答弁　�近隣に類似施設で代替え可能であれば統廃合が考えられるが、公共サービスを低下させないよ

うに検討する。
　 質疑 　公園等の借地費用が多額となっているが、検討するのか。
　 答弁　�今後借地の返還等を検討したい。
２）文化部活動の方針について
　�　今年4月に運動部活動の方針が制定されており、今回「運動部以外の全ての部活動」を対象として、
「文化部活動の方針」が策定された。

　 質疑 　新しい文化部など、生徒からのニーズがあれば対応するのか。
　 答弁　�部活動の顧問を複数にし、必要に応じて外部人材を活用して対応しているが、現在のところ新

しい部活動の要望は出ていない。� 委員長　今田　佳男�

常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査

《民生産業委員会》10月15日

１）竹原市プレミアム付商品券事業の進捗状況について
　 質疑 　 対象者のうち申請された方の割合が、10月

2日現在で32.3パーセントとの報告があっ
たが、申請率が低いのではないか。

　 答弁　�国においても申請勧奨を強化する方針であ
り、市としても勧奨に取り組んでいく。

２）竹原市景観計画の策定について
　�　竹原市の魅力ある景観を維持するため、令和２年度に景観計画を策定し、令和３年度には景観条例
を制定する方針であるとの説明を受けた。

　 意見　�計画の策定に向けた協議を進める関係団体の構成や市民意見の取り入れ方に関して、まちづく
りに尽力している既存の団体等の積極的な参画を促すよう要望する。

３）竹原市大規模盛土造成地マップの作成について
　�　全国的に、谷や沢を埋めた造成地が地震により甚
大な被害が発生していることから、竹原市内におけ
るこうした大規模な盛土造成地をマップ化し、今年
度中に公表する予定であるとの報告を受けた。

　 質疑 　 マップ化の作業の中で安全性に問題が確認
された場合や、造成者がいないケースにおける対応方法等について

　 答弁　�２次スクリーニングとして地質調査等による安全性の確認を行い、その後、防災対策を実施す
る法の枠組みとなっているが、市としてどうするのか今後、総合的に検討したい。

委員長　竹橋　和彦

対 象 住民税非課税者
3歳半未満児子育て世帯主

販 売 期 間 Ｒ1.10.1～Ｒ2.2.29

販 売 場 所 市内の郵便局（簡易郵便局を除く）
ゆめタウン竹原・フジ竹原店
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竹
原
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
き
た

い
か
を
話
し
合
い
、
竹
原
へ
の
関
心

を
更
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
員
の
方
が
説
明
さ
れ

た
「
＃
が
ん
ば
ろ
う
竹

原
」
に
も
投
稿
し
て
み

た
い
。 住

む
地
域
に
よ
っ
て
良
い
と
こ
ろ
や

悪
い
と
こ
ろ
の
と
ら
え
方
も
違
う
こ

と
が
実
感
で
き
た
。

大
切
な
こ
と
は
「
協
働
」
。
今
回
の

経
験
を
、
学
校
や
地
域
の
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
竹
原
に
つ
い
て
、
私
た

ち
の
世
代
が
真
剣
に
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。

大
学
で
は
社
会
学
的
分
野
を
学
び
た

い
。
興
味
の
あ
る
分
野
に
関
し
て
見

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

忠海高等学校

池田先生

長原先生

手島さん

大下さん

島﨑さん

片山さん

岩田さん

岡田さん

吉崎さん

本田さん

橘さん 西村校長

木谷さん 中津校長

私
た
ち
が

　
感
じ
た
こ
と

たけはら市議会だより第 98号（�13�）� 2019（令和元年）11 月たけはら市議会だより 2019（

竹
原
の
良
い
と
こ
ろ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
竹
原
市

民
と
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
若
者
が
中
心

と
な
っ
て
よ
り
良
い
竹
原
に
し
て
い

き
た
い
。

こ
の
機
会
を
通
し
て
、
私
自
身
も
竹

原
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
。 竹原高等学校

自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と

こ
ろ
、
そ
の
改
善
策
を
考
え
る
事
が

で
き
た
。
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

特
　集

高
校
生 

and
市
議
会

行
き
た
い
ま
ち 

住
み
た
い
ま
ち
に

時
代
が
動
く
と
き

　
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
扉

が
開
か
れ
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」
が

「
広
報
広
聴
委
員
会
」
と
変
わ
り
、

竹
原
市
議
会
と
し
て
、
よ
り
幅
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
で
な
い
と
言
う
と
語
弊

が
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
い
う
組

織
は
合
議
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

物
事
を
動
か
す
時
に
は
、
な
か
な

か
神
経
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
が

現
実
で
す
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
は
「
修
正

動
議
」
が
提
出
さ
れ
、
議
案
の
一

部
が
修
正
さ
れ
議
案
が
可
決
さ
れ

る
と
い
う
、
小
さ
い
よ
う
で
大
き

な
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　
時
代
は
何
も
し
な
く
と
も
流
れ

て
い
き
ま
す
が
、
自
分
の
意
志
を

持
ち
行
動
す
る
こ
と
で
、
確
実
に

何
か
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
竹
原
市
民
の
皆
さ
ま
、
少
し
ず

つ
動
き
始
め
た
竹
原
市
議
会
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

堀
越　
賢
二

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長�

○
事
務
局
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　堀
越

　賢
二

　
　道
法

　知
江

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

お 知 ら せ

▲�今日はありがとう�
ございました

▲�緊張しました

「いろんな立場になって
考えてみたらいいよ」と

　　　アドバイス▼

▲�私たちが竹原を変えるぞ!!

▲�ちょっと�
ドキドキ…

　
今
回
快
く
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
両
校
の
先
生
方
・
生

徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
取
組
で
し
た
が
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
「
竹
原
の

美
し
い
自
然
を
残
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
」
「
＃

で
発
信
し
て
い
く
」
な
ど
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
模

索
す
る
生
徒
達
の
姿
に
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
意
見
交
換
会
は
継

続
し
て
開
催
し
、
率
直
な
意

見
を
聞
く
取
組
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
垣
内　
和
春 ▲�議場に入るとき・�

出るときは“一礼”
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